
 

 

 主 題  『 関わり愛 学び愛 認め愛 』 

 

 主題設定の理由 

 本校は一小一中の小規模校であり、比較的落ち着いた学習環境を保っている。一方で環

境の変化が少ないため、人間関係を広げることが難しい。他者と広く関わりながら学び合

う基盤をつくりたい。 

 

 目指す子ども像 

  自他の存在を尊重し、仲間と学び合い、認め合うことのできる生徒 

 

 研究組織図 

 

 

 

 

 

  

＜学年・学級経営部＞ 

○ 子どもが関わり合う基盤をつくるた

めの学年・学級タイムの設定 

○ 不登校生徒・保護者と共有するための

学年・学級だよりの配付 

＜学習指導部＞ 

○ ＩＣＴを活用し、他者との学び合いを

中心とした授業実践 

○ 自他の存在を尊重する態度を育てる

授業実践 
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努力点研究推進計画 

 学年・学級経営部 学習指導部 

一

学

期 

努力点・部会の設定 

・生徒の実態把握 

・学年・学級タイムの設定計画 

・生徒の実態把握 

・授業計画の立案 

二
学
期 

・学年・学級タイムの実践 

・学年・学級だよりの配付 

・計画の振り返り、改善 

・指導案作成 

・授業実践 

・授業の振り返り、改善 

中間まとめ報告 

三
学
期 

・学年・学級タイムの実践 

・学年・学級だよりの配付 

・指導案作成 

・授業実践 

学校評価アンケートの実施・分析 

次年度に向けた努力点設定および推進計画の立案 

 

 

努力点推進の具体的な方法 

 ＜学年・学級経営部＞ 

  ① 子どもが関わり合う基盤をつくるための学年・学級タイムの設定を計画する。 

   （学級活動以外にも、朝学習、昼休み等の可能なところで設定する。） 

  ② 設定された学年・学級タイムに向けて、子どもとともにレクリエーション等を企画する。 

  ③ 企画を実践する。 

  ④ 学年・学級だよりを作成し配付する。教務主任にも提出する。 

 

 ＜学習指導部＞ 

  ① 単元や一時間の授業において、「ＩＣＴを活用し、他者との学び合いを中心とした授業」

「自他の存在を尊重する態度を育てる授業」のどちらかを計画する。 

  ② 指導案を作成し、全職員に配付する。可能な職員はできる限り参観するようにする。 

  ③ 授業の写真などを教務主任に提出する。 


